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海道南部エハひのきあすなろダケ産スノレ様ニ記連シテ居ラレノ[..0 筆者ガ秋田牒北秋田郡犬

葛村ニ採集セルモノハ、毛主果ノ、日本有用樹木分類事及ピ日本植物糖、覧ノひのきあすなろノ記

相丈ニ符合シ、牧野富太郎博士ニ鑑定ア御願ヒ申シ上グタトコロひのきあすなろヂアツタ。

栃木師範ノ関本平八氏ニ御依頼シテるすなろノ正品ア得テ、雨者ア比較シテ見タトコロ毛主

某ハ恰モ別種ノ如キ感アリ、或人ノ、調立種ト考ヘダノモ無理モナイ様ニ忠ハレタ。雨者ノ錯

呆ノi薗ハ吾々採集家ニハーす見営ラナイカラ、設ェ出シテ頂クコトトスノレロ国ノあすなろ

は.a.)ノ、、関本氏ガ昭和 11年 6月 16日拐木j隠芳賀郡小貝村エテ採集セノレモノユ依人ひ

のきあずなろ (B.b)ノ¥筆者ガ昭和 9年 6月24日ニ秋田廓北秋田郡大葛村ユテ得タルモ

ノユ依ル。

最後ニ御教示ヲ賜ハリマシタ牧野博士、あすなろノ標本ア主主ラレタノL闘本氏=厚ク御躍ヲ

申上ゲノLo (松田孫治〉

0ぎんりゃうきうトこぎんりゃうきうノ授生ノ時期

ぎんりゃうさう (MonotropαuniflorαL)トζ ぎんりゃうさう (M.lWorisoniαηαMrcH玄.)

トハ、前者ハ 5 花耕デ後者ハ 3 花押デアノレ貼ヨリシテ容易ニ l~別サレルガ、又議生ノ時期

ヲ比較シテ且ノLニ、こき3んりゃうさうハ初夏 (6月頃〉ニ護生シテ 8月頃ニノ、既ニ呆寅ヲ上

二向ケテヰルガ、ぎんりやうきうノ方ハ 8月中旬頃=護生スノL様デ、アル。然リトスレパコ

ノ貼ヨリシテモ雨者ヲ 1~別スノL コトガ可能ヂアノレ。(松田孫治)

0いはたけ科地衣ノ分類韓系

世人ニハアマリ縁ノ無イ地衣類ノ中デモいはたけノ類ハ比較的ユ有名デ、植物採集家デナ

クトモ、高山ェ登、ソテ岩壁二着生シテヰルアノ良黒ナ奇妙ナ地衣ヲ見タ人ノ¥コレガいはた

けト云ア食用ニナノL珍物デ、アノレカト深ク印象グケラレタコトト忠フ。サテコノいはたけノ

程類ノ、ドウセ大シタコトハナイダラウト思フト大捜ナ間違ヒデ、既ニ数十種類モ記載サレ

テヰテ、ツノ分類ノ;様式モ色々ト問題ニナツテヰノレ。最近E.FREYトP.F.SCHOLANDER

トガ相前後シテ従来ノいはたけ科・地衣ノ分類韓系ヲ全ク鑓へテ了ツタ。コノ j有者ノ設ハ全

ク出護貼ヲ異ニシ、従ツテ結論モ会ク類似性ノナイモノデアノレ。筆者ハ日本産ノいはたけ

科地衣ア記述スル際ニコノ雨者ノ何レヲトルカ、或ハ従来ノ樺系エ従アカ、又ハ濁自ノ新シ

イ樟系ニヨルカ、何レユシテモ態度アハツキリ決定シナケレパナラナクナツタノヂ、少シク

先人ノ業績ヲ検討シテ見タトコロ、 ドウモソノ何レニモ賛成シカネノレノヂ、従来ノ瞳系ニ

多少手ア入レテーツノ新シイ樺系ヲ編出シタラた第デアノL-o

此虎ヂノ、先ヅ前人ノ業績ヲ批判シ、次ニ新樺系ヲ披露スノレコトエシタイ 0

1. Achariusノ分類法

地衣命名事ノ問調 ACHARIUSノ:最初ノ捜系1)ニ依ルト、「薩ノ、葉紙デ竪ク軟骨様、裏面ノ

1) ACHARIUS， ER.: Forsock till en forbaももrada・Lafvarnes indelning (Dianoe 

Lichenum)， ln Nov. Act. Reg. Acad. Sci. Suec. Holmiae XV， p. 244(1794). 
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;uO 植物研究雑誌、第 1・5 巻第一披

勝股物エヨツテ基物=結扶ュ着生シ、子器ノ、菜樟上ユ散生シ、探ノ、j品昏Aたヲ星.スノL-J様ナ地

衣類/一群ノタメ戸 Umbilicariαト云フ属ア設ケ、例トシテ ιてpolyphylla，lJ. pUBtulatα， 

U. velleα等ヲ奉ゲテヰノL-o コノ属名ノ話源J、僻ヲ意味スノレギリシヤ諾ヂアノレガ、 ACHARIUS

第 1 園 tz.J、たかねとげのり (GY'rophora cyL'初 d1'ICα

ACH.)ノi局窓状隆起シタ子器 (%20). 右ハたかねい

はたけ (G.'vellea Acm.) ノ子器縦断放鏡闘 (%25)。

(SCHOLANDERノ論文ヨリ i惇潟〉

ガ始メテ作ツタモノデ、ノ、ナク、既ミ多数ノ i堅者ニヨツテ使ハレテヰノレ。タ'¥'ACHARIUSガ

最モ正シク麗名ト、シテ用ヒダダケノコトデ、 ACHARIUS ヲコノ属ノ創始者トスルユハ若干

ノ:疑問ガアル。然シソノ文献準的考詮ノ、他日ェ譲ノL ヨトエシテ、兎=角、今日我々カ。いは

たけノ類トシテヰノレモ、ノハスベテタマーツノ Umbili・cariα麗ユ包合サレタワケデアノ"0

第 2園左ハ UrnlJilicαばαvi7'ginisSCHAER・

ノ子器 (%20)，iJ局4言状ノ隆起ガナ夕、所々ニ不規則

十領!日ガアル。 右ハ U.ilich1'oct NYL・ノ子器縦断

検鏡国 (X25)0 (SCHQLANDERノ論文ヨり蒋窓〉

ACHARIUSハ後ニナツテ2) !陪ヲ意味スル仇~bilicαriα 属ヲ燥ツテ捨テ、了ヒ、子器ガ渦

巻扶ヲナス特徴ヲ重視シテ、「禍ア生ズルj ト云フ意味ノギリシヤ語カラ Gyrophom ト云

ア属名ヲ作リ、「地衣瞳ハ裏面ノ僻般物ユヨツテ基物ヲ着生シ、子器ノ君主ノ、調巻J伏ヲ呈ス/L-J 

2) Acn.mrus; . ER.: MeもhodusLicheum1'l (8もockholm，1803)， 
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いはたけ科地衣ノ分類樫系 (佐藤E己〕 61 

モノヲ合メ、例ト;./テ G.glαb1'α， G. erosα， G. arcticα等ア皐ゲ、府朕物エヨツテ基物

=着生シテハヰノL ガ子器ノ探ガiåß巻朕ヲ皐シナイモノヲ全クカケ離レタ姉~V(地衣ノへりと

りどけ属 (LecideαACH.) ェ入レ、特ュ Omphal俳句ト云フ節ヲ作ツテヰノL。サキエノ、

Umbilicαriα属ノ代表者ノヨウユサレテヰタ U.pustulatαャ U. pennsylt.αn-icα ハ夫々

Lecidea pustulatα及ピ Lecideαpennsylvanicαトナツテ痴欺地衣ノ仲間二入レラレタ。コ

ノ様式ハ一見甚ダ無茶ナ様デハアルガ、子器ノ内部構造ノ類似カラ云ヘパ相常二首肯スペ

キ貼モアリ、寧ロ十九世紀ノ始メ=其庭マデ突込ンダ見方ヲシタ ACHARIUSノ畑眼ユ敬意

ヲ表スペキデアラウ。然シ何ト云ツテモ、コノ典型的ナ痴朕地衣ノ群エいはたけ類ノヨウ

ナ高度二分化シタ葉歌J也衣ヲ合メノレコトハ妥賞デハアノLマイ。

ACHARIUSモ第二回日ノ様式ガ矢張リ無理ナコトニ気ガツイタト見エテ、後二ナツテ前

詑ヲ改メ、:l)へりとりどけ属ニ夕、キ込ンダモノヲ拾ヒ上ゲ、子器ノ盤ガ渦巻朕ヲ是シナイ

モノデモスペテ Gyrophora属ニ入レテ渦巻兄夫ヲ墨スルモノト同様ニ取扱ツタ。

要スノレニ ACHARIUS ノ、いはたけ類ノ地衣ヲ分類スルェ首ツテ蹄J~k物ノ存在ト子捺ノ盤ガ

渦巻歌ヲ皐シ又ハ平滑デアノLコト等ヲ知ツタガ、ソノ胞子ノ形質二ツイテノ、一言モ鰯レテ

ヰナイ。ソシテいはたけ類ノダメニ最初ハ Urnbilicar iα ト云ヌ属ヲ用ヒ、後三ハコレヲ廃

シテ Gyrophoraヲ用ヒタノデアツテ、結局ハダずーツノ属ノ中=合メタワケデアノL--o

2. Feeノ分類法

ACHARIUS以後ノ、相首長イ問大シタ鑓選ノ、ナカツタカ¥悌図ノ地衣事者 F虹ユヨツテ新

シイ様式4)ガ提唱サレタ。彼ノ、地衣類ヲイクツカノ科メヤウナモノニ大別シソノ中ュ属ヲ配

列シテヰノLカ¥ソノ第十二番目=“Umbilicariees" ト云フノガアツテ、 ソノ中ニハ U別個

bilic俳句 PERS. ト Gyrop7wraFEE トガアノL。前者ノ例トシテハ U.pu;~tulatαHOFFM. 

ヲ、後者y例トシテハ G.cylindγicαACH. ア翠ゲ、所言買いはたけノ類ノ中デj品販ヲ長ス

ノL子器ヲ有スルモノヲ Gyrophora トシ、子器ガ渦巻j伏ヲ曇シナイモノヲ Umbilic俳句ニ

マトメタノデアル。コノ;分類法ノ、中々ヨイ方法デ多グ F 人ユヨツテ襲用サレテヰルガ~?l .;;.' 

外形ダケア問題ユシテヰテ、胞子ノ形質=言及シナカツタノハ残念デアノ'L--o

FEEガ Umbilicα1'iα属ノ創始者ヲ ACH. ニシナイデ、 PERS.ニシ、 Gyrophorαノソレヲ

ACH.ニセズニ FEEユシタアタリハr!:J々 面白イコトデアノL--o

3. Zablbrucknerノ分類法

近代二於テ最モ多クノ人ノ賛成ヲ符テヰノL--ZAHL:BROUCKNER ノ分類法5) ヲ見)1.-ト、いは

たけノ類ハ GyrophoraceaeIUJチいはたけ科ノ中ュ合マレル。ソシテコノ科エハ四ツノ膚

ガアリ、最始ノニツノ)聾〆、夫々二ツノ節ニ区分ザレテヰ;L--0 今検索表デ其等ノ属ト節トヲ

示セパ次ノ様ニナノレ。

3) ACH，出IUS.ER.: Synopsis Metho:lica Lichenum (Lund， 1814). 
4) F元E，A. L. A.: Essai Sur 1es Cryptogames des ecorces exotique officinales， 

(Paris， 1824) 
5) ZAHLBRUCKNER， A.: Lichenes， il1 ENGLER-PRANTL: Naも首r1.Fflanz.-Fam， ed 

2， VIII (Leipzig， 1926). 
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62 :段物研究雑誌第十三巻 第 一 蹴

A. 胞子ノ、車室デ小形、子嚢中二 8個グ、生ズノ1..0 ・・・・・・・・・・・・GyrophoraACH. 

a. 子器ノ j盤ノ、渦巻扶ヲ皐スノレ0 ・・・・・・・・・・・Sect.EHgy'f叩 horaZAHLBR. 

b. 子器ノ盤ノ、y，¥ll巻朕ヲ曇シナイ 0 ・・・・・・‘・・・・・-ー .Sect.Agyrθ'phora NYL. 

B. 胞子ノ、石垣扶多室、子嚢中二 1--8個グ、生ズノ'[..0 ・・・・・・ Umbilt'cariαACH.

a. 子器ノ盤ノ、f品巻扶ヲ墨シナイ。子嚢ハ 1~2 個ノ

胞子ヲ.1'::.ズル0 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Sect.LasαUia ENDL. 

b. 子器ノ盤ハi，¥ll巻扶ヲ墨スル。子嚢ハ 8伺ノ胞

子ヲ生コマノ'[..0・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ d ・Scct.Gyroplwropsis ZAHLBR. 

C. 胞子ハ 2室。

a. 胞子ハ無色0.........................~............. . .ChαrcotiαHUE. 

b. 胞子ハ褐色0 ・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 0 ・・・・Der・mαtiscumNYL. 

サテ以上ノ中ヂ Chα町 otiα属ト Dermatl:scum属トハ各々 1--2種ヨリナル特別ノモノ

ヂ分布モ限ラレタモノダカラ問題エシナ fデ、事ラ Gy'f叩 hora属ト Umbilic俳句麗トヲ

検討スルコトユショウ。

コノ ZAHLBRUCKNERノ分類法ハ一見シダトコロ FEEノ様式ト会ク同様ヂアルガ、ツノ

考へ方ハ全ク異ルモノデア J[..oF白ハタぐ子器ノ外観カラ直別シタ=過ギナイガ、 ZAHL-

BRUCKNERノ、胞子ノ形質ヲ最モ重要視シテコノ分類法ヲタテタノデアツテ、マグ胞子ノ形

質=ヨツテ層ガ区別サレ、次ニ子捧ノ構造二ヨツテ節ヲ分ケテヰ Jレ。コノ方法ハ他ノ地衣

類一般ノ分類二庚ク適用サレテヰル常遭デ、マグ最モ無難ナモノデ、長イ問採用サレテヰダ

モノデアノレ。筆者モ亦最近マデ無{康件デコレニ従ツテ日本産ノいはたけノ類ヲ記述シテキ

タソデ、 FREY及ピ SCHOLANDERノ研究ユヨリコノ様式ガ麓更サレタ現在デモナホコノ

様式エノ、相営ニ強ィ未報ヲ感ジテヰル者デアル。

4 Scholanderノ分類法

年代カラ云フト SCHOLANDERノ設ョリモ FREYノ設ノ方ガ先キニ出テヰノレガ、記逮ノ

都合上少シ前後スノレコトエスノ1..0

FREYノ研究ユヨツテいはたけ科ノ分類様式ガグラツキ始メタ時二北欧 Fjnlandノ地衣

皐者 SCHOLANDERハ豊富ナ材料ヲ手ユシテ、いはたけ科地衣ノ子器ノ構造ヲ熱』む=研究シ、

途=非常二重要ナ幾多ノ特徴ヲ護見シソノ帰結トシテーツノ新様式日)ヲ護表シテヰノ/...0

彼ハいはたけ科地衣ノ子器ヲソノ構造カラ四ツノ型ニ1.¥'[別人ソノ各々ノ型ヲ唯一無二

ノ属ノ区分知トシテ四ツノ属二分類シテヰノレノデアノレ。

Zl.. Umbil化αria，(HOFFM.) emend. SCHOL. =コノ属ィ地衣ノ子器ノ程ハ平滑デ、時二

二次的ユ多少割目ヲ生ズノ[..0 コノ層ユノ、 U.pustulata， U pennsylvanicα ヲ始メトシヲ従

来ノ Umbilicαγiα 属=合マレタ大部分ノモノガソノマ、残ノレコトユナル。

b. Omphalodiscus SCHOL， =コノ属ノ地衣/子器ノ君主ハ渦巻朕ハ呈シナイガ多少不規

6) SCHOLANDER， P. F.: OnもheApothecia jn the Lichen Family U mbilicaria-

-ceae (Nyt. Magaz. f. Naもurv.LXXV， 1-32 1934). 
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いはたけ科地衣ノ分類瞳系 「佐藤疋己) 63 

第 3国 οJ凡phaloclisct!SspoclοchroαSCHOL.ノ子器/

外観 (X20)ト縦断;段鏡園 (X25)。 外観ハ一見スルト渦

巻j伏ノヤウニ見エルガ縦断面ヲ見Jレト次ノ Gyl叩 hOl'a麗

ノ渦巻}伏ノ子器トハ全ク異ツタ構造ヲモツモノデアルコト

ガ判ル。 (SCHOLANDERノ論文ヨリ縛寝〉

則ナ総J伏ノ隆起ガアリ、縦断面ヲ鏡検スノレト中軸j伏ノ柱朕ノ特別ナ組織ガ見ラレ I{.0 コノ

型ハ明=前ノ Umbilicaria属ノ子器ノ鑓形シタモノデアツテ、確ユ達フコトハ達アカ¥コ

レダケデ属ヲI亘別ス ルノハドウカト思フ。シカモコノ層=ハ暗褐色ノ石垣朕多室ノ胞子

ヲ生ズノ1- Umbilicariα formosαnα~-'REY ガ合マレテヰルト同時エ、胞子ノ、無色デ 1 室ナ

'Gyrophora spodοcroαACH. ガ合マレ、従来第一義的ニ重要視サレタ胞子ノ形質ガ全ク無

視サレノLコトニナルノデ、我々トシテハ賛成シカネル。然シ、コンナ組織ノアルコトヲ我々

ェ知ラセテクレタコト=ツイテハ深ク感謝スノ1-0

第 4国左ハ Act向 ρgym.dfuhlenbel・giiSCHOL.ノ子

器 (X20)デ、渦巻紙ヲ曇スル様ニ見エルガ、終ガナク放射

i[;/;:デアル。 右ハ A. polYr1'hizαSCHOL. ノ子器縦断検

鏡園 (X29)o (RCHOLANDERノ論文ヨリ縛潟〉

c. GY1'ophura (ACH.) emend SCHOL. 子器ハi，W!巻朕ヲ呈スルモノヲスペテコノ麗ユ

入レテヰノレ。従来ノ Gyrophora層ノ大部分ノモノト Gyrophorops'is ニ層スルモノ卸チ

王寺nbili・cariα層ノ一部ガハイツテクノLノデ此虎デモ胞子ノ形質ノ、全グ無視サレテヰノ1-0

d. AcUnogyra SCHOL. =コノ属ノ地衣ノ子器ノ盤ハ一見スルト洞巻紙ヲ是スノ1- .Gyro-
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64 純物研究雑誌、第十三巻第一披

phOrcL属ノモノト同一トシテ見逃スl様ナモノデアルガ.周園ガ[也ノ三ツノ型ノヤウエ完全

ナ縁ヂ園マレズ=、 1~l央カラ放射朕ェイ申ピタ渦ガ分校シテ立ニ押合ツテヰルダケデアル。コ

ノ;型ハ今マデノ;地衣J事者が去をク気グカズニ居タモノデ、 SCHOLANDERノ研究ユヨツテ始メ

テ教へラレ夕、コトデアル。然シナガラ果シテコレヲ Gyrophora属カラ区別シテ別ノ層ニ

マデアゲルf買値ガアルダラウカ。珠ニソノ内部ノ構造ヲ見レパ本質的ユハ全ク同様ノモノ

デ、コレデ二ツノ層=匪別スノLノハ可成 ζ 無理デアルト思フ。

ナホ SCHOLANDERハ第5同ノ 1

ヤウナ模式国ヲ掲ゲテ以上ノ四

ツノ型ノ闘係ヲ闘示シテヰル。

要スノレニ SCHOLANDER ノ設

ノ、子器ノ構造ヲアマリ二重視シ

テ、地衣類ノ分類ニ最モ犬切ナ

胞子ノ形質ヲ会ク無覗シダモノ

デ、ツノ僅系ハ採用スノレコトガ

出来ナイ。然シナカ・ラいはたけ

科地衣ノ子器ノ愛生ノ経過、外

観ト内部構造トノ闘係等ユツイ

テ幾多ノ新知見ヲ費シダ功絞ハ

感謝サルペキデアラウ。

5. Freyノ分類法

FIg.12. Diagram to illl1strate the prohahle phylogeny 
。E枇耳enorain蜘Ii山

~ J"凡

'"点、

第 5闘 SCHOLA1¥DERノ新シイ阿ツノ特徴トナル子器ノ構造ノ

類縁関係ヲ示ス筏尤国 (SCHOLA:¥DEn /論文ヨリ蒋潟、縮小〉

FREYハ前後数同ユ豆ツテ意見ヲ護表シテヰノレカ.¥ 7-11)要スルニいはたけ科地衣ノ、ソノ地

衣控ノ構造モ、地理的ナ分布モ全ク同様デアリ、子器ノ盤ガ或ハ渦ヲ巻キ或ノ、平滑デアノレ

ト云ツテモ、ツ J問ニ多少ノ中間型ガ存在スルシ、又、胞子カ・アノLモノデ、ノ、無色・車室デア

ノレ方・或ノLモノハ石垣扶多室・暗褐色ト云フガ、胞子ノ、中々出来二クヒモノモアルシ、又若イ

モノデハ老成シテ石垣朕トナノLペキモノデモ無色デ 1-2室ノモノナ F"カ'出テクルコトカeア

ルカラ、結局、いはたけ科ハタ fーツ UmbilicαT句麗ニマトメテ、一科ー属ニシテ了ツテ、

ソノ中.::.Gyrophora， Gyrophoropsis， LωαII句ノ三ツノ亜属ヲ作ツテ配列スルノガ最モ妥

7) FREY， E: Beitr託gezur Biologie， Morphologie und Systemaもikder Umbi圃

licariaceen (Hedwigia LXIX. 219-252， 1929). 
8) FREY， E.: WeiもereBeitrage zur Kennもisder Umbi1icadaceen (Hedwigia 

LXXI， 94-119， 1930. 

9) FREY， E.: Umbilicariaceae (RABENHORSTS， Kryptog.-FI. IX， 4 Abt.， 203-
407， 1933) 

10) FREY， E.: Vorarbeiもenzu einer Monographie der Umbilicariaceen (Ber. 

Schweiz. Boむ Ges.XLV， 198-230， 1936). 
11) FREY， E.: Die geographische Verbreiもungder Umbilicariaceen ulld einiger 

alpiner Flechten (Ber. Schweiz. Boも.Ges. XL VI， 412-444， 1926). 
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常デアルト云プノデアノレ。

FREY ノ設ハ要スルユ属ト云フモノア大キク見ルカ綱カユ考へルカノ遺ヒデ在来ノ控系

ヲ一段下ゲタダケノコト二ナノLガ、タダソレデハーツノ属ュ胞子力、、車室デ無色ナモノト、暗

禍色デ石垣扶多室ノモノト一緒二ナツテヰノLノデ非常ニ都合 F悪イ。更ニ中間型ガアノレ卜

云ツテモ、老熟シタモノヲ比較シナイデ、相官立汲ニ子綜ノタト視ガ出来上ツテモマダ中ノ

胞子ノ、1t々 幼弱デ見誤ノレ恐レガアノLカラト云アヤウナ鑑別ノ買1味上ノ技術的ナ難易ヲ理由

エ分類ノ睦系ヲ左右スルノノ¥-4寸我同引7]¥:ノ傾キガアノL-o

SCHOLANDER 

@ ( @  

尚
同
局
凶
o
h
H
尚
凶
、
阿
国
吋

N

↓ 
FH，EY (ZAHLBRUCKNER) 

第 6図諸袋、若ノいはたけ科地衣ノ分類様式ヲ示ス一覧表 〈笠者考案〉

胞子ノ性質タ、ケヲ取レパ E旬gJ戸7'0伊ph加OωJ'ω トAg，仰'Y7叩 h加0;'叱叫〈

ノ構造カラ云九パ Gy伊1'0ψphωOω7'ωψlsiおs トE2悩Agy伊)'0旬I)_Jfwω1'，羽ω ガAlρrtym切IphωO削1γ'C正ωL トLαωSαallaωfωる トノ組ニ鈎抗スル。ソノ

関係ノ組合セニヨツテ ZAHLBRUCK¥'ER，PREY， SCHOLA?\DEn ノ三百ーノ説7Jtl~来ル。

6，筆者ノ分類法

FREY ノ設カ。デテカラ、 ZAIILBRUCKNERハ Ci:ttalogusLiehenum U l1iversarumノ第

七巻デ、無候件ニソノ設ヲ採用シテ皐名ノ組合セヲ鑓更シテヰルガ、宰ロ ZAI-ILBlWCKNERノ

古イ濁自ノ様式ノ方ガ逢エヨイモノト忠フ D 私ハ ZAHLBRUCKNER ノ様式ソノモノデモツ

マリ我慢出来lレ。然シ SCHOLANDERノ云アヤウニ子器ノ構造ト云アコトモ亦地衣類ノ分類

上非常=重要ナルモノデ、屡々ソノ;差違ユヨツテ属ガ分ケラレテヰノレノデアルカラ、此蕗

デモ十分=評{買シナケレパナラナイ。従来ハ子器ガ渦巻)~たヲ呈スノレトカ、呈シナイトカ云

ツテタト翻上カラパカリ論ジタカラ中間型ガ問題ニナツタガ、外Y[，主ハ第二トシテソノ縦断面

ヲ検鏡スレパ所謂 Umbil.icaria型ト GY1'ophorα212トハYJJI庇ニ封立スノレコトニナノ'L-o ソシ

テ SCfIOLANDER ノ云フ οmphαlodiscu.sハ営然 Umoilicαγ句型ヘ Actinogyrαハ Gy-
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rophorα 型=包合サレノz..o

ソコデ私ハ胞子ノ形質ト子器ノ構造トヲ重視シテ、次ノヤウナ四ツノ属エスルメガ妥嘗

ナモノデ、アラウト，臣、フ。

1. Gyrophora ACHARIUS， Method. Lich.， p. 100 (1803)， pr p. 

2. Agyrophora NYLANDER in Flora LXI， p. 247 (1862). 

3. Umbilicaria ACHARIUS in Kgl. Vetensk-Akad. Nya Handl. XV， p. 255 

(1794)， pr. p. 

4. Gyrophropsis ELENK. eもSAV.in Trd，v. Mus. Acad. St..-PeもersbourgVIII， p. 

28 (1911) 

以上ノ各属ハスペテ先人エヨツテ記載サレタモノデ、新シイ研究ヲ基礎トシテ筆者ガ僅

裁ヨク並ぺタダケノコトデ大シテ新機軸ヲ出シタワケデハナイ。(佐藤正己〉
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